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サポート
ガイド②

毎年行うゲンジボタルの観察会は
すぐに予約でいっぱいに

平成 19年に二俣尾で行ったキャンプ
イベントの様子

あ
げ
て
い
た
子
も
、
観
察
す
る
う
ち
に
『
か
わ

い
い
』『
も
っ
と
見
た
い
』
と
感
想
が
変
化
し

『
な
ぜ
、
ど
う
し
て
』
と
い
う
質
問
が
出
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生
き
物
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
で
き
た
ら
、
成
長
し
た
と
き
に
環
境
の

大
切
さ
を
理
解
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
理
事
長

の
梅
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
彩
で
、
む
さ
し
の

自
然
観
察
園
で
は
、
初
夏
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

観
察
会
が
大
人
気
。
イ
ベ
ン
ト
は
園
外
で
も
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
、
山
・
川
・
森
・
海
・
空

な
ど
自
然
を
舞
台
に
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心

を
刺
激
し
、
探
究
心
を
育
て
る
機
会
を
積
極
的

に
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
よ

う
な
自
然
体
験
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
し

て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
副
理
事
長
の

白
田
さ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
楽
し
か
っ
た
」「
面
白

か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
と
笑
顔
が
、
メ
ン
バ
ー

の
励
み
と
な
り
、
次
へ
の
活
力
に
な
っ
て
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。

　

武
蔵
野
自
然
塾
が
発
足
し
た
の
は
平
成
15
年

３
月
。
自
然
の
知
識
が
豊
富
な
有
志
が
集
ま

り
、
武
蔵
野
の
地
下
水
の
水
源
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
二
俣
尾
・
武
蔵
野
市
民
の
森
」
を
、
自
然

体
験
を
し
て
自
然
を
知
り
、
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
場
と
す
る
た
め
、
環
境
保
全
・
環
境
教
育

の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
や
生
き
物
に
触

れ
合
え
る
よ
う
、
市
教
育
委
員
会
と
協
力
し
、

市
立
小
学
校
内
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
。
ビ
オ

ト
ー
プ
の
維
持
管
理
と
と
も
に
自
然
観
察
指
導

の
授
業
も
年
間
50
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
17
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
む

さ
し
の
自
然
観
察
園
」
の
管
理
・
運
営
を
市
か

ら
請
け
負
い
、
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
生
物
を

飼
育
・
観
察
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
む
さ
し
の
自
然
観
察
園
に
は
、
生
物

多
様
性
保
全
に
配
慮
し
た
約
７
０
０
種
類
の
植

物
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫
や

鳥
た
ち
が
集
ま
る
貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
近
年
は
、
世
代
を
問
わ
ず
多
く
の
市

民
が
来
園
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
虫
を
見
て
『
き
ゃ
ー
』
と
悲
鳴
を

自
然
を
知
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

市
民
に
伝
え
続
け
て
20
年

市内で活躍する
さまざまな団体をご紹介します

特定非営利活動法人
武蔵野自然塾

発足当初は数名だったメンバーも、現在は約30名
にまで増加。専属ではないものの、自然環境保全や
自然環境教育のために尽力しています。むさしの自
然観察園、市立小学校ビオトープ、
二俣尾・武蔵野市民の森の管理など
のほか、さまざまな自然体験プログ
ラムを企画・運営しています。

特定非営利法人 武蔵野自然塾

教室や授業で難しさや不安を感じる児童や生徒に寄り添い、
安心して学校生活を送れるよう支援しています。

担任の先生の補助員として、授業での一斉指示をすぐ
に理解するのが難しい児童や、学習のスピードに付い
ていくのが難しい児童のサポートを行っています。実
際に学校の現場に携わってみて、子どもたちは個性豊
かで、個別にケアしなければならない場面が多々ある
ことを知りました。子どもたちがより良く学べるよう
に、先生をサポートする必要性を実感しています。

家庭と子どもの支援員（常駐型）TA（ティーチングアシスタント）

佐
さ

々
さ

木
き

理
り

子
こ

さん

誰ひとり取り残さない取り残さない学校生活を！

武蔵野自然塾の理事
長、梅田彰さん（左）
と副理事長の白田紀
子さん（右）

やりがいはココ！

登校できなかった児童がフリー
ルームに通ってくれるように
なったり、教室で学習する時間
が増えたりと、心が元気になっ
ていく様子を見ることがとても
うれしいです。

漢字ドリルや算数ドリルな
ど、思い思いに学習する子
どもたちをサポート

学校に設置されたフリールームに常駐しています。こ
こでは、宿題やドリルをしたり、塗り絵をしたりと、
子どもたちの自主性を尊重した学習のサポートを行っ
ています。子どもたちが抱える不安などの気持ちは
日々大きく変わります。どんな時でも心に寄り添い、
子どもたちが安心して楽しく学習できる居場所づくり
に努めています。

後
ご

藤
とう

真
ま

澄
すみ

さん

大学生からスペシャリストまで多様な支
援員が学校を支えることにより、学校内
のさまざまな場所で子どもたちが安心し
て過ごせる環境が整っていくと思います。
先生がしっかりと授業をしながらも子ど

もたちと向き合う時間を確保
できるよう、地域の力を学校
に生かす取り組みを進めて
いきたいです。

本校では、学校司書、支援員、TA、スクールカウンセラーなど、多
くの地域住民の方々に支援をいただいています。学校内に大人の目が
増えることは、学習面・生活面においての質の向上や教員の負担軽減
につながり、大きな力となっています。また、児童が教員以外の大人
とコミュニケーションを取れる環境があるということも、社会教育に
おいてとても望ましいことだと思います。子どもたちのあ
らゆる学びにおいて地域と協働・連携し、子どもたちを支
援するコミュニティの中心の場として学校がある。それ
がこれから目標とする未来の学校の姿だと思います。

地域の支援によって学校により良い
教育環境が育まれています

市立第一小学校

谷
たに

川
かわ

拓
たく

也
や

校長

指導課

森
もり

野
の

美
み

央
ひろ

さん

やりがいはココ！

教員志望の私にとって、教育現
場を体験できて、担任の先生か
らも子どもたちとの向き合い方
や、学習の進め方などの的確な
アドバイスをもらえることはと
ても貴重な経験です。

体育・水泳指導は特に、一
人ひとりに気を配るよう心
掛けています


